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数列 

例題 2 等比数列 
（ア） 

別解 

 cba ,, はこの順で等比数列をなすから acb =2  

 これと 27-=abc より， 273 -=b  3-=\b  
 また，これより 9=ac  ・・・① 

 等差数列の公差を dとする。 

bが第 1 項のとき 
( ) ( ) ( )ddddca +-+-+-+-= 3,23,23,3,  

これと①より， ( )( ) 9233 =+-+- dd  ( ) 092 =-\ dd  

これと cba ,, が異なる実数であることから，
2
9

=d  

よって， ( ) ÷
ø
ö

ç
è
æ

÷
ø
ö

ç
è
æ=

2
3,6,6,

2
3, ca  

 bが中央項のとき 
( ) ( ) ( )ddddca --+-+---= 3,3,3,3,  

これと①より， ( )( ) 933 =--+- dd  0=\d  

  これは cba ,, が異なる実数であることに反する。 

  よって，不適 

 ゆえに， ( ) ÷
ø
ö

ç
è
æ -÷

ø
ö

ç
è
æ -=

2
3,3,6,6,3,

2
3,, cba  

補足 

 bが第 3 項のときの等差数列はbが第 1 項のときの等差数列と同じである。 
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例題 9 2 項間漸化式／ qpaa nn +=+1  
(1) 
 数列 ( ){ }nf の漸化式を ( ) ( ) nnfnf +=+1 とし， naa nn +=+ 21 との差をとると， 

( ) ( )( )nfanfa nn -=+-+ 211  ・・・① 

①より， ( ) ( )nfnfaa nn 2121 -++=+  

これと naa nn +=+ 21 より， ( ) ( ) nnfnf =-+ 21  

ここで， ( ) qpnnf += とおくと， ( ) ( ) nqpnqnp =+-++ 21  nqppn =-+-\  

これは nについての恒等式だから， 1-== qp  

よって， ( ) qnnf --=  

これを①に代入することにより， ( ){ } ( ){ }12111 ---=-+--+ nana nn  

 ( ) ( )12111 ++=+++\ + nana nn  

 これより， 

( )
1

1
1

23

1121
-

-

×=

++=++
n

n
n ana

　
 

 ゆえに， 123 1 --×= - na n
n  

(2) 

別解の解説 

 数列 ( ){ }nf の漸化式を ( ) ( ) 1241 +-=+ nnfnf とし， 1
1 24 +
+ -= n

nn aa との差をとると， 
 ( ) ( )( )nfanfa nn -=+-+ 411  ・・・① 

 ①より， ( ) ( )nfnfaa nn 4141 -++=+  

 これと 1
1 24 +
+ -= n

nn aa より， ( ) ( ) 1241 +-=-+ nnfnf  

 ここで， ( ) npnf 2×= とおくと， 11 2242 ++ -=×-× nnn pp  1=\ p  

 よって， ( ) nnf 2=  

 これを①に代入することにより， ( )nn
n

n aa 242 1
1 -=- +
+  

 これより， 

( )
( )

1

1

1
1

1

42

244

242

-

-

-

×=

-=

-=-

n

n

nn
n aa

 

 ゆえに， nn
na 242 1 +×= -  

 

例題 14 不等式と漸化式 
(2) 

(ⅲ) 

 等号は 1=n のとき成立 

 


